
間

第

間

田
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8．共済見舞金
等級 災　 害　 の・程　 度 入　 院　 期　 間 見舞金銀

1 死　　　　　　　 亡 6 0 0

2 不　 具　 廃　 疾 3 ‾0 0

3

1 8 0　日 以 上 の

3 －0 0 日　　 以　 上 1 2 0

2　4 0 日～ 2　9 9 日 1 0 0

1 8 0 日～ 2　3　9 日 8 0

1 5 0 ［】～ 1 7　9 日 7 0

医　 師　 の　 治　 療 1 2 0 日、・・1 4 9 日 6 0

を 要　 し　た 傷 害 9 0 日～ 1 1 9 日 5 0

6 0 日～・　 8 9 日 4　0

3 0 日一一　 5 9 日 3　0

3 0 日　　 未　 満 2　5

4

9 0　 日　 以　 上

1 5 0 日～ 1 7 9－日 6　0

1 2 0 日－ 1 4 9 日 4　5

1 8 0 ［】未 満 の 9 0 日－ 1 1 9 日 3　5

医　 師　 の　 治　 療 6 0 日－　 8 9 日 3　0

を　要　 し　た 偽 書 3 0 日～　 5 9 日 2 5！

3 0 日　　 未　 満 2 （）

5

3 0　 日　 以　 上

9 0　 日　未 満 の

医　 師　 の　 治　 療

を　要　 し　た 傷 害

6 0 日～・ ・8 9 日 2　5

3 0 日～　 5　9 日 2　0

3 0 日　　 未　 満 1 5

6

7 日以上 30 日未満

の 医 師 の 治 療

を 要　 し　た 傷 害

2　0 日～　 2 9 日 1 5

2 0 日　　 未　 満 1 0

※入院をしない場合は各等級の最低額です。

※1等級・2等級（労災2本削こ相当）は　365日以内の死亡

又は不具廃疾の場合です。

1日1円で最高
▽
…
交
通
災
害
共
済
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
。
▼

▽
…
こ
の
制
度
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

▽
…
た
か
た
の
急
場
の
生
活
の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と

▽
…
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
相
互

▽
…
扶
助
を
基
本
に
し
た
共
済
制
度
で
す
。
つ
ま
り
、

▽
…
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
由
意
志
に
も
と
づ
い
て
、
百

▽
…
円
の
出
資
金
で
組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
き
、
一

▽
…
年
間
三
百
六
十
円
の
掛
金
を
出
し
合
い
、
加
入
者

▽
・
＝
が
交
通
事
故
に
よ
る
災
害
に
あ
わ
れ
た
場
合
、
最

▽
…
高
六
十
万
円
ま
で
の
共
済
見
舞
金
が
速
や
か
に
支

▽
…
払
わ
れ
る
と
い
う
制
度
で
す
。

を
掛
け
た
金
額
で
す
。

見
　
舞
　
金
　
の
　
請
　
求

共
　
　
済
　
　
期
　
　
間

毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三

十
日
ま
で
の
一
年
間
で
す
。
中
途
加
入

の
と
き
は
、
加
入
申
込
日
の
翌
日
か
ら

初
め
て
到
来
す
る
九
月
三
十
日
ま
で
で

す
。

一

対
象
．
と
な
る
事
故

加

入

で

き

る

か

た

水
巻
町
、
北
九
州
市
、
遠
賀
郡
、
中

間
市
、
行
橋
市
、
京
都
郡
に
住
ん
で
い

る
か
た
（
修
学
の
た
め
、
こ
の
市
・
町

外
に
居
住
し
て
い
る
か
た
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）
。

ま
た
、
住
所
が
こ
の
市
・
町
外
で

も
、
町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
れ
ば
、
本

人
に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

組
合
加
入
の
出
資
金
と
し
て
一
世
帯

百
円
で
す
。
（
二
年
目
よ
り
不
要
）

共
　
　
済
　
　
掛
　
　
金

一
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。

中
途
加
入
の
と
き
は
最
初
に
到
来
す

る
九
月
三
十
日
ま
で
の
月
数
に
三
十
円

共
済
契
約
期
間
中
に
日
本
国
内
に
お

い
て
次
の
交
通
乗
用
具
に
よ
り
通
常
運

行
さ
れ
る
べ
き
場
所
に
お
い
て
発
生
し

た
交
通
事
故
に
よ
っ
て
、
死
亡
ま
た
は

傷
害
を
受
け
ら
れ
た
か
た
に
共
済
見
舞

金
を
支
払
い
ま
す
。

自
動
車
・
オ
ー
ト
バ
イ
・
汽
車
・
電

車
・
機
動
車
・
自
転
車
・
耕
転
機
・
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
・
北
九
州
市
営
渡
船

次
の
書
頬
を
そ
ろ
え
、
印
鑑
を
持
っ

て
役
場
住
民
相
談
室
に
来
て
く
だ
さ

い
。
①
警
察
署
の
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明

書
　
㊥
医
師
の
診
断
書
　
㊥
加
入
者
証

ま
た
、
自
転
車
の
転
倒
に
よ
る
事
故

な
ど
で
、
交
通
事
故
証
明
書
が
と
れ
な

い
場
合
は
、
か
わ
り
に
目
撃
者
証
明
が

必
要
と
な
り
、
目
撃
者
二
名
が
必
要
で

す
。
事
故
証
明
書
の
か
わ
り
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

見
舞
金
を
支
払
わ
な
い
場
合

次
の
場
合
に
よ
る
事
故
に
つ
い
て
は

、
共
済
見
舞
金
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

の
契
約
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過
失

に
よ
る
事
故
　
＼
．
′
　
　
ｔ

㌔
脚
無
免
許
運
転
爪
承
知
の
同
乗
者
を
合

一

　

　

　

　

　

1

，

カ

・

む
）
に
よ
る
事
故

柄
飲
酒
運
転
　
（
承
知
の
同
乗
者
を
含

む
）
に
よ
る
事
故

の
地
震
そ
の
他
異
常
の
天
災
に
よ
る
事

故
の
自
動
車
教
習
所
や
工
場
内
な
ど
一
般

．
の
交
通
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
な

い
場
所
で
の
事
故

6
5
歳
以
上
は
無
料

加
入
す
る
に
は
申
請
を

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
町
が
掛

金
を
負
担
し
ま
す
ノ
の
で
、
無
料
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を

持
参
Ｕ
、
役
場
住
民
相
談
室
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
け
は
、

役
場
住
民
相
談
室
で
穀
口
下
り
る
他
、

各
地
区
の
婦
人
会
で
も
取
扱
っ
て
い
る

所
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
役

場
住
民
相
談
室
（
℡
6
▼
0
1
∴
4
3
2

1
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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本
年
度
か
ら

年
間
計
画
で

昭
和
五
十
一
年
七
月
か
ら
始
ま
っ
た

下
水
道
事
業
は
、
昨
年
度
は
九
ケ
月
間

で
予
算
総
額
一
千
六
百
五
十
四
万
円
で

編
成
し
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
、

年
間
計
画
で
二
千
二
百
七
十
二
万
円
の

編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
　
入
使
用
料
　
六
百
三
十
九
万
円

空
家
負
担一千
六
百
三
十
三
万
円

歳
　
出
人
件
費
　
二
百
五
十
九
万
円

物
件
費
等
　
百
三
十
二
万
円

施
設
委
託
費
等

一
千
八
百
八
十
万
円

な
お
、
前
号
で
こ
の
下
水
道
事
業
会

計
が
も
れ
て
い
た
こ
と
を
お
詫
び
い
た

し
ま
す
。－

お
届
け
交
付
－

＼

近
く
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で

戸
籍
謄
・
抄
本
・

住
民
票
が
と
れ
ま
す

戸
籍
謄
本
・
住
民
票
は
、
近
く
の
た

ば
こ
屋
さ
ん
で
と
れ
ま
す
。

勤
務
の
都
合
な
ど
で
役
場
ま
で
来
る

時
間
の
な
い
か
た
の
た
め
に
、
町
内
の

七
ヶ
所
の
た
ば
こ
屋
さ
ん
で
も
、
戸
籍

謄
本
、
抄
本
・
住
民
票
が
と
れ
る
「
お

届
け
交
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
ま
れ
た
翌
日
に
は
そ
の
店
で

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、
申
込
み
も
簡

単
で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
お
届
け
交
付
」
の
で
き
る
た
ば
こ

屋
さ
ん
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
二
町
営
住
宅
入
口
　
原
口
商
店

㊥
下
二
町
営
住
宅
バ
ス
停
郁

千
々
和
た
ば
こ
店

⑧
吉
田
団
地
前
　
　
　
白
石
商
店

④
鯉
口
バ
ス
停
横
　
　
小
田
商
店

⑨
新
生
街
入
口
　
井
上
た
ば
こ
店

⑥
樋
口
商
店
街
入
口
　
山
本
商
店

⑦
猪
熊
バ
ス
停
前
　
　
岡
部
商
店

福
祉
年
金
受
給
者
は

必
ず
届
出
て
く
だ
さ
い

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
、

一
年
に
一
度
役
場
に
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
五
月
の
支
払
い
分
を

受
け
た
ら
、
厚
生
課
国
保
年
金
係
に
手

続
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
出
を
し
な
い
と
九
月
以
降
の

年
金
の
受
け
取
り
が
で
き
ま
せ
ん
。

▽
届
出
期
間
と
場
所

。

5

月

6

日

～

2

0

日

。
町
厚
生
課
国
保
年
金
係

▽
持
参
す
る
も
の

国
民
年
金
証
書
と
印
鑑

町
内
で
家
を
か
わ
れ
ば

必
ず
転
居
の
届
出
を

町
内
で
家
を
変
わ
ら
れ
た
か
た
で
、

《
心
豊
か
な
町
づ
く
り
に
》

町
商
工

「
泥
か
ぷ

文
部
大
臣
奨
励
賞
を
受

賞
し
た
新
制
作
座
の
「
泥

か
ぶ
ら
」
が
、
水
巻
中
学

校
体
育
館
で
公
演
さ
れ
ま

す
。こ
れ
は
水
巻
町
商
工
会

青
年
部
が
、
上
演
八
千
回

に
お
よ
ぶ
新
制
作
座
に
よ

る
真
山
美
保
作
・
演
出
「

泥
か
ぶ
ら
」
を
公
演
し
、

会
青
年
部
が

一

ら
」
　
公
演
を
企
画

日
本
炭
礪
閉
山
後
に
お
い
て
、
す
べ
て

の
面
で
表
徴
し
た
水
巻
町
に
、
演
劇
を

通
し
て
、
断
絶
の
時
代
、
人
間
不
在
の

時
代
に
お
け
る
現
在
、
新
し
く
生
ま
れ

変
わ
る
水
巻
町
に
一
条
の
光
を
投
げ
与

え
、
人
間
性
の
復
活
と
青
少
年
の
た
め

の
社
会
教
育
面
で
役
に
立
て
ば
．
1
宅
企

画
し
た
も
の
で
、
水
巻
町
、
町
教
育
委

員
会
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
後
援
し

て
行
な
わ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
公
演
の
益
金
の
全
部
が

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
さ
れ
ま

す
。
▽
公
演
「
泥
か
ぶ
ら
」

真
山
美
保
作
・
演
出

－
　
新
制
作
座
1

▽
期
日
　
5
月
2
9
日
（
日
）
昼
夜
2
回

昼
の
部
（
1
3
時
～
）

夜
の
郡
（
1
8
時
～
）

▽
場
所
　
水
巻
中
学
校
体
育
館

．
ｔ
ヽ

▽
入
場
料
大
人
　
千
八
百
円

小
人
　
　
七
百
円

ｌ
－
・
ｌ
公
演
に
つ
い
て
の
お
た
ず
ね
は
、
、
町

商

工

会

（

書

6

0

1

・

7

5

5

1

）

へ

。

住
民
登
録
の
転
居
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
か
た
は
、
住
民
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
転
居
を
さ
れ
る

か
た
が
あ
れ
ば
、
転
居
と
同
時
に
手
続

き
を
き
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

転
居
の
手
続
き
を
せ
ず
に
、
以
前
の

住
所
で
い
る
と
、
役
場
か
ら
の
文
書
が

届
か
な
か
っ
た
り
、
手
統
き
が
遅
れ
た

り
し
ま
す
。

「
堀
川
節
」
「
中
間
ば
や
し
」

の
レ
コ
ー
ド
を
発
売

過
ぎ
去
っ
た
郷
土
の
歴
史
を
振
り
返

り
な
が
ら
、
唄
に
郷
愁
を
た
く
す
こ
と

に
よ
り
、
心
を
癒
し
た
い
。
こ
の
よ
う

な
京
図
か
ら
中
間
市
在
住
の
木
曽
寿
一

さ
ん
が
、
ふ
る
さ
と
の
民
謡
「
堀
川

節
」
及
び
「
中
間
ば
や
し
」
を
作
詞
作

曲
し
、
ク
ラ
ウ
ン
レ
ぎ
1
拝
や
制
作

し
、
発
売
し
て
い
ま
す
。

発
売
の
あ
っ
せ
ん
は
教
育
委
員
会
で

し
て
い
ま
す
。

▽
単
価
一
枚
　
⊥
各
円
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母
　
性
　
相
　
談

▽
日
時
　
5
月
3
1
日
、
1
3
時
～
1
5
時

▽
会
場
　
町
民
会
館
亀
の
間

▽
内
容
　
健
康
相
談
と
家
族
計
画
相
談

指
導
（
器
具
、
薬
品
も
若
干
準
備
し

て
い
ま
す
）

乳
児
と
母
の
保
健
相
談

▽
目
時
　
5
月
2
0
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

▽
会
場
　
苫
田
団
地
公
民
館

▽
内
容乳
児
…
育
児
相
談
指
導
、
身
長
・

体
重
測
定

母
親
…
家
族
計
画
相
談
指
導

3
歳
児
健
康
診
査

▽
該
当
児
満
3
歳
以
上
4
歳
未
満
の

幼
児

▽
日
時
　
5
月
2
0
日

受
付
　
1
3
時
～
1
4
時
3
0
分

診
察
　
1
4
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

▽
検
診
内
容
　
身
長
・
体
重
計
測
、
内

科
、
外
科
、
皮
膚
科
、
眼
科
、
耳
鼻

科
、
菌
科
、
そ
の
他
育
児
指
導
と
育

児
相
談

5
月
1
1
日
か
ら
1
8
日
ま
で
に
予
診
を

と
り
ま
す
の
で
、
厚
生
課
衛
生
係
へ
．

（
母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
）
当
日
も
母

子
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
．

食

生

活

指

導

▽
日
時
　
5
月
1
9
日
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5

分
3
0
分

▽
会
場
　
遠
賀
保
健
所
栄
養
室

▽
内
容
　
高
血
圧
症
の
食
事
指
導
（
講

話
、
調
理
実
習
、
試
食
）

▽
料
金
　
無
料

成
人
病
予
防
を
目
的
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
の
で
、
健
康
な
と
き
こ
そ
参

加
し
て
、
成
人
病
の
予
防
に
、
ま
た
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
検
診
後
検
査
の
必
要
な
か
た

は
、
心
電
図
な
ど
の
精
密
検
査
も
い
た

し
ま
す
。成

人

病

検

診

▽
日
時
　
5
月
1
8
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

▽
会
場
　
遠
賀
保
健
所

▽
内
容
　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
尿
健
指

導
▽
料
金
　
無
料

レ

ク

リ

エ

ー

シ

ョ

ン

の

指
導
者
講
習
会

▽
趣
旨
　
子
供
会
そ
の
他
少
年
団
体
の

指
導
者
養
成
の
た
輿
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
を
研
修
し
、
地
域
子

供
会
そ
の
他
少
年
団
体
活
動
で
の
リ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振
興
を
は
か

る
。

▽
と
き
　
5
月
1
8
日
、
1
9
時
～
2
1
時

▽
と
こ
ろ
　
水
巻
町
々
民
会
館
ホ
ー
ル

凶
二
器
　
を

追

放

し

よ

う

警
察
で
は
総
力
を
あ
げ
て
凶
器
使
用

犯
罪
の
未
然
防
止
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
活
動
は
、
昭
和
四
十
九
年
に
第

一
回
が
実
施
さ
れ
、
今
回
で
第
六
回
目

を
迎
え
ま
し
た
。
そ
の
間
多
数
の
凶
器

を
発
見
押
収
し
、
区
ｌ
器
を
使
用
す
る
犯

罪
を
未
然
に
防
止
し
て
多
大
の
成
果
を

収
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
爆
発
物
使
用
事

件
、
あ
る
い
は
け
ん
輿
刃
物
な
ど
を

用
い
た
暴
力
団
の
対
立
抗
争
事
件
な
ど

が
あ
と
を
断
た
ず
、
む
し
ろ
増
加
の
傾

向
に
あ
り
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
警
察
で
は
、

適
い
人
命
に
直
接
影
響
を
与
え
る
凶
器

を
使
用
す
る
悪
質
な
犯
罪
を
な
く
す
た

め
、
五
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の

一
ケ
月
間
、
凶
器
等
危
険
物
の
取
締
り

を
県
下
い
っ
せ
い
に
行
い
ま
す
。

お
互
い
の
生
活
の
安
全
を
守
る
た
め

に
も
こ
協
力
お
頗
い
し
ま
す
。

電
気
工
事
士
試
験

▽
試
験
日
時
と
場
所

。
6
月
1
2
日
、
1
0
時
～
、
筆
記
試

験
、
福
岡
工
業
大
学

・
7
月
3
1
日
、
1
0
時
3
0
分
～
、
技
能

試
験
、
福
岡
工
業
大
学

▽
原
審
掟
出
先

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
の
1
の

1
、
福
岡
県
商
工
水
産
部
工
業
課
電

気
火
薬
係

▽
受
付
期
間
　
5
月
1
0
月
～
5
月
2
0
日

そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

工

業

課

（

蟹

0

9

2

・

7

8

1

・

1

1

1
1
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

愛の献血
あなたも参加しましょう

日　時；5月13日、10時～18時
④場　所；水巻町々民会館前

㊥主　催；日本赤十字北九州血液センター

水巻町社会福祉協議会

日
常
生
活
で
困
っ
て
い
る
か
た
に

母
子
家
庭
介
護
人
を
派
遣

県
で
は
六
月
一
日
か
ら
、
母
子
家
庭

の
母
の
一
時
的
な
疾
病
の
た
め
日
常
生

活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
母
子
家
庭

に
対
し
て
、
介
護
人
を
派
遣
し
て
必
要

な
介
護
及
び
乳
幼
児
の
膵
背
な
ど
を
行

な
わ
せ
、
母
子
家
庭
の
福
祉
の
増
進
を

図
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。介
護
人
の
派
遣
対
象
は
、
乳
幼
児
ま

た
は
、
小
学
校
低
学
年
児
を
抱
え
た
母

手
家
庭
で
あ
っ
て
、
そ
の
母
の
一
時
的

な
疾
病
の
た
め
日
常
生
活
を
営
む
の
に

支
障
が
あ
り
、
か
つ
、
介
護
を
行
な
う

者
を
得
る
こ
と
の
困
難
な
低
所
得
の
も

の
と
す
る
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
介
詮
を
行
な

わ
な
い
も
の
と
す
る
。

①
家
庭
構
成
員
の
う
ち
に
義
務
教

育
終
了
後
の
児
童
ま
た
は
、
母
子
家
庭

の
母
以
外
の
成
人
が
含
ま
れ
て
い
る
場

合
①
当
骸
家
庭
の
所
得
が
母
子
福
祉

年
金
及
び
、
児
童
墓
手
当
の
受
給
者

等
に
係
る
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
る

場
合㊥
　
そ
の
他
介
護
人
を
派
遣
す
る
こ

と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合

㊥
介
護
の
内
容

介
護
の
内
容
は
次
の
う
ち
必
要
と

認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

乳
幼
児
の
保
育
、
食
事
の
世
話
、
住

居
の
掃
除
、
身
の
廻
り
の
世
話
、
生
活

必
需
品
な
ど
の
男
物
、
医
療
機
関
等
と

の
連
絡
、
そ
の
他
必
要
な
用
務

⑧
介
護
人
の
派
遣
期
間
は
同
一
家
庭
に

つ
い
て
、
一
ケ
月
あ
た
り
五
日
を
限

度
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
な
事
情

が
あ
る
と
き
は
延
長
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
す
る
。

＠
介
護
人
の
派
遣

申
請
に
よ
り
要
介
護
名
簿
を
作
成

し
、
本
人
の
要
請
に
よ
り
介
護
人
を

派
遥
い
た
し
ま
す
．

以
上
に
該
当
さ
れ
る
儲
ヱ
豪
産
で
、

介
護
人
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た
ｌ
は
、
町

老
人
児
童
課
に
申
請
用
紙
を
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
お
い
で
く
だ
さ
い
．

被
介
護
人
募
集

県
母
子
福
祉
連
盟
会
は
、
年
齢
二
十

歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
貫
子
で
、
次
に

該
当
さ
れ
る
介
護
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。①
　
心
身
と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と

①
家
事
介
護
及
び
乳
幼
児
の
保
育

の
知
識
、
能
力
を
有
す
る
こ
と
　
ー

◎
母
子
家
庭
の
福
祉
の
向
上
に
理
。

解
と
熱
意
を
有
す
る
こ
と

医
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末
二
　
田
口

頃

下

吉

樋

宅
　
科
科
料
科

児
児
児

ｔ
勤
務
条
件
　
日
当
二
千
五
百
五
十
円

、
旅
費
二
百
円
を
支
給
し
ま
す
。

被
介
護
人
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

町
老
人
児
童
課
へ
．
Ｊ

日　曜　在

5月15日　村　田　医　院　内・

22日　中　村　医　院　円・

2申　有留医院　内・
6月5田　長谷川医院　眼

診察時間は9時～17時、原則として往診はしません。

ロ
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門

集
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室

（

電

　

話

　

6

0

1

－

4

）
　
　
□
　
印
　
刷
　
冷
　
牢
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
会
　
社


